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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、井上靖中国関係小説について、論じたものである。論文は、三部構成で、以下
のとおりである。 
 
序論 
第一部 井上靖の西域への憧れ 
第一章 学生時代からの西域への憧憬 
第二章 井上靖「楼蘭」論――「楼蘭」における〈水〉、〈ロブ湖〉と〈河竜〉をめぐっ
て 
第三章 井上靖「明妃曲」論―-―匈奴への憧れの物語  
第四章 井上靖「宦者中行説」論――匈奴を愛した中行説像  
 小結 
第二部 井上靖文学における中国の唐代文化の受容 
第五章 井上靖「楊貴妃伝」論――唐朝の長安文化をめぐって  
第六章 井上靖「楊貴妃伝」論――史料との比較から見る楊貴妃像  
第七章 井上靖「楊貴妃伝」論――典拠と宦官・高力士の役割  
 小結 
第三部 井上靖の人生への感懐 
第八章 井上靖「孔子」論――負函という地の意味  
 小結 
結論 
参考文献 
既発表論文一覧 
 
（論文概要）  
各部の概要を説明する。 
 第一部は、「井上靖の西域への憧れ」をテーマに、四章にわけて論じている。 
第一章では、学生時代に井上が愛読した西域関係の本を整理し、それらの書物から得た
西域の沙漠や遊牧民族のイメージについて分析した。 
第二章では、西域の小国、楼蘭の興亡史を描いた作品「楼蘭」を取り上げた。楼蘭を描
くために井上が使用した史料『漢書』や『史記』を検討し意図的に改変した部分を指摘し
た。史料では、楼蘭は仏教国とされているが、ロブ湖の重要性を強調するため、作品中で
は楼蘭人が崇めた神は河竜であると設定されている。河竜の怒りを描き出した箇所を分析
し、漢と匈奴の戦争のために滅ぼされた楼蘭の悲劇的な立場を強調した物語であることを
考察した。 
第三章では、漢から匈奴に嫁がせられた王昭君を描いた「明妃曲」を論じている。中国
の詩と小説では漢の王昭君が単于に嫁したことが悲劇的に描かれてきたが、作品では、匈
奴に憧れていた王昭君像が記されている。作品中の王昭君に関する記述と、中国の史料『漢
書』、『後漢書』及び元曲「漢宮秋」を比較し、井上が創作した箇所を指摘し、匈奴に憧れ
ていた王昭君像を井上が創作した理由を分析した。 
第四章では、漢から匈奴へ派遣された宦官、中行説を題材とした小説「宦者中行説」を
論究した。『史記』では、漢文帝に憎しみを募らせ、匈奴に投降し、漢国に仕返しをした中
行説の姿が描かれている。しかし、「宦者中行説」では、匈奴の魅力に憧れていき、馴染ん
でいく中行説の姿が活写されている。史料との相違点と、井上が創作した箇所を指摘し、
井上がなぜ、匈奴に魅力を覚えた中行説を描いたのかを考察した。 
第二部は、「井上靖文学における中国の唐代文化の受容」をテーマとし、長編小説「楊
貴妃伝」を三章に分けて論じた。 
「楊貴妃伝」では、唐時代の長安文化や風景が大幅に描かれている。井上は「私にとっ
ての座右の書」で、石田幹之助の『長安の春』を参照し、「楊貴妃伝」での長安の風景や文
化を描いたと記している。また井上は「楊貴妃伝」の執筆中に、中国の西安（唐時代の長
安）を取材している。 
第五章では、井上の長安調査旅行をまとめ、『長安の春』と「楊貴妃伝」を比較し、井
上が参照した箇所を指摘した。栄華を極めた後宮の生活の背後に楊貴妃の悲しさや、暗い
運命がより効果的に表れていることを明確にした。 
第六章では作品中に描かれた楊貴妃像について考察した。楊貴妃は、元は玄宗皇帝の皇
子・寿王の愛妃であったが、のちに玄宗皇帝に召された人物である。本小説は開元二十八
年(西紀七四〇年)に楊貴妃が玄宗皇帝に召された時から、天宝十五年（七五六年）に馬嵬
で殺されるまでの楊貴妃の短い生涯が描き出されている。楊貴妃は、中国では概ね「禍の
元」というイメージで文献に登場し、悪い評価が定着している。一方日本では、白居易の
「長恨歌」の影響が見受けられ、楊貴妃のその美貌や玄宗の楊貴妃への愛情をテーマにし
た作品が数多く描かれてきた。これまでに研究者が注目してこなかった楊貴妃に関する中
国の史料と「楊貴妃伝」を比較して、創作された部分を指摘した。さらに創作された部分
を詳細に分析し、井上が作品を描くことで楊貴妃の「女としての生き方を探ってゆきたい」
（『婦人公論』昭和三十八年一月中央公論社）と述べた点がどのように表現されているのか
を検討した。 
第七章では、宦官・高力士の役割について論じた。高力士は、玄宗皇帝時代の宦官とし
て絶大な力を持っていた。高力士は玄宗の命を受け、馬嵬において楊貴妃を殺した人物で
もあった。高力士に関する史料をあげ、「楊貴妃伝」との共通点や、井上が創作した部分を
指摘した。加えて、井上の創作した箇所に着目し、高力士が楊貴妃にとって相談役であり、
策略の黒幕でもあったこと、また、高力士によって楊貴妃の悲劇の運命が齎された点が作
品で描かれていることを明らかにした。 
第三部「第八章」では、「井上靖の人生への感懐」をテーマに、昭和六十二年六月から
平成元年五月まで『新潮』に連載された、最後の長編小説「孔子」について考察した。 
「孔子」は孔子の宋―陳―蔡―葉―陳という国を遊説した場所を取材し、創作した作品で
ある。取材旅行の中で、井上が最も重要視した場所は負函である。小説「孔子」では、負
函は特殊な集落であり、孔子と弟子たちの楚における滞在地として重要な役割を果たして
いる。第八章では、井上が重要視した負函の意味を中心に考察した。負函という舞台で書
かれた孔子の思想〈仁〉と、小説の主題〈天命〉に関する井上独自の解釈について究明し
た。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本論文では、「序論」にて井上靖の西域関係小説の先行研究が、「異域の人」「漆胡樽」
などの有名作に限定されてきたが、他の作品を論じる必要性を示している。前提としての、
研究の目的が明確に示されていることは重要視できる。以下、評価点を簡潔に示す。  
第一部「第一章」では、井上が愛読した中国西域文献を整理し、作品にみられる砂漠や
遊牧民族のイメージを文献から得たことを指摘した。中国本土を訪問する以前に描かれた
小説の元になった史料が明らかになったことは、高く評価できる。 
「第二章」では、「楼蘭」を論じた。井上が中国歴史書『漢書・西域伝』、ヘディン『さま
よえる湖』を参考にしたことを指摘した。また、意図的に史料の記述を変えて作品に用い
た個所を示し、史料では仏教国としか記されていないのに、ロブ湖および楼蘭を守る神・
河竜を創作した点を論じた。さらに、水、河竜の作品での意味を考察した。先行研究では、
水や河竜の意味付けは論じられておらず、新たな知見を提示し、意義深い。  
「第三章」では、王昭君を描いた「明妃曲」を論じた。中国で悲劇のヒロインとされる
王昭君が、作品では匈奴に憧れ、慕う人物として描かれていることを指摘した。井上が匈
奴を重要視し、讃えていることがわかる分析で、作品解釈の力もあり、評価できる。本論
は、これまでほとんど論じられたことがなく、新しい論点がある。  
「第四章」では、「宦者中行説」を論じた。井上が参考にした『史記』などの史料と作品
を詳細に比較検討している。史料の記述にどのような時間的意味をつけて作品に用いたの
か、史料と異なり、中行説にとって匈奴がいかに魅力的な国であったのかなどを緻密な作
品分析で浮かび上がらせた。先行研究がほとんどない作品を鋭い視点で考察し、独自の見
解を示した点は評価できる。  
第二部「第五章」では井上の長安調査旅行をまとめ、『長安の春』と「楊貴妃伝」を比較
し、井上が作品を描くために使った箇所を指摘した。丁寧に「楊貴妃伝」の典拠を示した
のは論者が初めてである。 
第六章では作品中に描かれた楊貴妃像を分析した。『資治通鑑』と「楊貴妃伝」を比較
し、井上が創作した箇所や、意図的に改変した箇所について考察した。特に論者は、安禄
山に関する史料を意図的に改変した点を指摘する。史料の中で、安禄山は野心家と記され
ているが、作品では、「純朴的」で、信用の置ける人物だとされる。だが、安禄山は反乱を
起こし、彼を信じていた楊貴妃に大きな打撃を与えた。論者は、井上が参考にした史料を
詳細に検討し、政治、権力の犠牲となった楊貴妃の悲惨な心理描写を分析した。井上の創
作部分にスポットを充てることで、いかに、井上の「楊貴妃伝」がオリジナル性が高いの
かを論じた価値ある論考と言える。 
第七章では、宦官・高力士の「楊貴妃伝」での役割について論じた。井上が参照した『旧
唐書』、『新唐書』、『資治通鑑』および『開元天宝遺事』などの唐宋の伝記類を詳細に検討
し、作品にどのように生かしたのか、テクスト生成過程を明らかにした。さらに井上靖は
宦官の勢力が強まった中国の様相を正確に把握し、「楊貴妃伝」でも、楊貴妃の辿る運命の
鍵を握るキーパーソンとして高力士を描いたことを考察した。「楊貴妃伝」論で高力士に着
眼して論じた先行研究はほとんどなく、新たな視点が見られる。 
第三部「第八章」では、井上最後の長編小説「孔子」を論じた。歴史文献を詳細に検討
し、文献にはなかったが、賑やかな笑いに満ちた町として負函が作中で描かれた点を指摘
した。さらに〈仁〉や〈天命〉など、孔子の重要な詞が、すべて負函の地で述べられたと
設定された点を考察した。作中の負函の地の重要性を論じたのは、論者が初めてであり、
先行研究をこえた、見解がある。 
本論には、学外国内学会での口頭発表二回、国際学会での口頭発表二回、学外査読誌三
本、学内査読雑誌三本の論考が含まれている。いずれの論考も、典拠と作品の関係を踏ま
えたもので、作品生成過程における重要な指摘がある。また、それらを踏まえた創作個所
を中心とした作品解釈の力についても十分評価できる。先行研究を一歩前進した論である
といえる。 
以上、蘇洋氏が本論文において新たな知見を加えたことは高く評価できる よって、本
論文は博士論文として価値あるものと認める。  
 
 
